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直下型地震未対応の
下水処理場緊急改修を

「25年度に工事が予定されている」

中名生　隆 議員

耐
震
化

栃
木
・
日
光
の

　
　
　
　安
全
確
認
は

「
食
材
の
産
地
等
、事
前
に
調
査
す
る
」

望
月
　
久
晴 

議
員

修学旅行

議
員

　
原

発
事
故
に

よ
り
、
荒

川
水
循
環

セ
ン
タ
ー

内
に
セ
シ
ウ
ム
を
含
む
焼

却
灰
が
多
量
に
保
管
さ
れ

て
い
る
。
昨
年
の
地
震
で
、

水
処
理
施
設
の
ひ
び
割
れ

や
、
配
管
、
機
械
設
備
で

微
漏
水
等
、
損
害
が
あ
っ

た
。
首
都
直
下
型
地
震
の

致
命
的
な
ダ
メ
ー
ジ
で
、

未
処
理
水
の
流
出
で
公
衆

衛
生
被
害
や
、
荒
川
土
手

の
破
堤
や
多
量
の
雨
水
等

の
災
害
で
、
セ
シ
ウ
ム
焼

却
灰
の
流
出
等
の
大
惨
事

が
想
定
さ
れ
る
。
緊
急
的

な
改
修
工
事
対
策
を
県
に

要
望
す
べ
き
で
あ
る
。

上
下
水
道
部
長　

早
急
な

改
修
が
必
要
で
、
池
構
造

物
等
の
つ
な
ぎ
目
や
流
入

管
の
接
合
部
を
25
年
度
か

ら
県
が
実
施
す
る
予
定
と

聞
い
て
い
る
。
中
長
期
的

耐
震
計
画
、
下
水
汚
泥
焼

却
灰
の
管
理
を
県
と
連
携

を
し
、
市
民
の
安
心
・
安

全
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員

　
①
大
規
模
災
害
に

備
え
、
防
災
備
蓄
用
飲
料

水
が
２
年
と
５
年
保
存
用

が
備
蓄
さ
れ
て
い
る
。
賞

味
期
限
前
に
市
民
に
無
償

提
供
し
て
は
ど
う
か
。
市

民
の
防
災
意
識
向
上
に
、

本
市
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
で
防
災
キ
�
ン
ペ
ー
ン

を
兼
ね
て
飲
料
水
を
配
布

し
て
は
ど
う
か
②
水
質
の

硬
度
を
下
げ
る
よ
う
に
協

力
を
依
頼
し
て
は
ど
う

か
。

総
務
部
長　

①
防
災
備
蓄

用
飲
料
水
の
無
償
提
供

は
、
防
災
意
識
高
揚
に
つ

な
が
る
。
す
べ
て
の
飲
料

水
の
賞
味
期
限
を
把
握

し
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
配
布

す
る
シ
ス
テ
ム
を
上
下
水

道
部
と
協
議
し
て
い
く
。

上
下
水
道
部
長　

②
業
者

に
聞
い
た
が
、
製
造
ラ
イ

ン
上
、
困
難
と
の
回
答
だ

っ
た
。

議
員
　
日

光
市
は
汚

染
状
況
重

点
調
査
地

域
で
あ
り
、

日
光
へ
の
修
学
旅
行
に
は

不
安
の
声
も
あ
り
、
ど
う

安
全
を
確
保
す
る
の
か
。

教
育
部
長　

教
員
が
事
前

に
現
地
調
査
し
て
、
宿
泊

先
の
食
材
の
産
地
の
確

認
、
空
間
放
射
線
量
の
測

定
な
ど
、
安
全
性
を
高
め

る
よ
う
指
導
す
る
。

議
員
　
強
風
時
は
土
ぼ
こ

り
と
一
緒
に
放
射
性
物
質

も
舞
い
上
が
り
、
児
童
生

徒
が
吸
い
込
み
、
内
部
被

曝
を
受
け
る
危
険
が
あ

る
。
強
風
時
、
校
庭
で
の

体
育
等
の
授
業
は
差
し
控

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長　

日
常
的
に
強

風
時
は
、
屋
外
で
の
活
動

を
中
止
し
た
り
活
動
時
間

を
短
く
し
た
り
、
児
童
生

徒
の
安
全
に
配
慮
し
て
い

る
。

目的を果たしていない　
ものは統廃合すべき

「先進事例にならい、研究したい」

酒井　郁郎 議員

審
議
会

議
員
　
何

の
議
題
も

な
い
審
議

会
が
開
催

さ
れ
、
委

員
報
酬
を
初
め
と
し
た
開

催
費
用
が
無
駄
に
費
や
さ

れ
て
い
る
。

　
審
議
会
等
を
維
持
す
る

た
め
に
、
年
一
回
く
ら
い

は
開
催
し
な
く
て
は
い
け

な
い
と
い
う
考
え
は
、
民

間
の
納
税
者
と
し
て
は
受

け
入
れ
が
た
い
感
覚
で
あ

る
。
目
的
を
果
た
し
て
い

な
い
審
議
会
は
統
廃
合
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長　

行
政
改
革
の

観
点
か
ら
、
審
議
会
等
の

見
直
し
の
重
要
性
は
感
じ

る
。
廃
止
や
見
直
し
も
見

据
え
、
運
営
の
統
一
基
準

等
、
指
針
を
定
め
て
対
応

し
た
い
。

議
員

　
子
供
の
医
療
費
の

無
料
化
が
進
ん
で
い
る
。

若
い
夫
婦
の
出
産
に
対
す

る
不
安
が
薄
ら
ぐ
効
果
が

あ
る
一
方
、
い
わ
ゆ
る
「
コ

ン
ビ
ニ
受
診
」
な
ど
に
よ

る
医
療
機
関
の
利
用
増
が

起
こ
っ
て
い
る
。
医
療
費

が
際
限
な
く
膨
ら
む
恐
れ

が
あ
る
上
、
た
だ
で
さ
え

足
り
な
い
小
児
科
に
、
ま

す
ま
す
負
担
が
か
か
り
、

本
当
に
必
要
な
子
供
が
受

診
で
き
な
く
な
る
な
ど
の

懸
念
が
出
て
く
る
。
「
戸

田
市
こ
ど
も
健
康
ダ
イ
ヤ

ル
24
」
の
利
用
や
、
無
用

な
夜
間
受
診
の
自
粛
な
ど

の
啓
発
を
強
化
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　

こ

ど
も
医
療
費
は
助
成
割
合

の
拡
大
や
窓
口
払
い
が
な

く
な
る
こ
と
で
、
さ
ら
な

る
伸
び
が
予
想
さ
れ
る
。

今
後
は
、
適
正
受
診
に
つ

い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
こ
ど
も
医
療
費

な
ど
の
受
給
資
格
者
証
を

発
送
す
る
際
に
、
啓
発
用

の
チ
ラ
シ
を
同
封
す
る
。

市
に
お
い
て
は
教
室
不
足

も
心
配
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

法
改
正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

具
体
的
検
討
を
す
べ
き
で

は
。

教
育
部
長　

文
部
科
学
省

の
８
カ
年
計
画
は
提
示
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
国
の

財
政
な
ど
の
状
況
か
ら
、

計
画
は
２
０
１
１
年
度
実

施
の
み
で
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
文
科
省
で

検
討
さ
れ
て
い
る
段
階
。

議
員

　
２

０
１
１
年

４
月
、
国

会
に
お
い

て
法
改
正

が
行
わ
れ
、
小
学
校
１
年

生
の
学
級
編
成
基
準
は
35

文
科
省
の
推
進

　８
�
年
計
画
の
検
討
を

「
国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
た
い
」

花
井
　
伸
子 

議
員

少人数学級

国
県
の
動
向
を
注
視
し
た

い
。

議
員

　
共
産
党
市
議

団
は
、
上
戸
田
福
祉

セ
ン
タ
ー
再
整
備
基

本
計
画
策
定
に
当
た

っ
て
、
意
見
を
広
く

聞
き
、
よ
り
利
用
さ

れ
る
施
設
と
な
る
よ

う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
。
お
風
呂
廃

止
に
つ
い
て
、
残
し

た
方
が
よ
い
と
の
回

答
が
75
件
33
％
あ
っ

議
員
　
東
循
環
が
喜
沢
循

環
、
川
岸
循
環
に
な
っ
た

が
、
喜
沢
循
環
が
市
役
所

に
行
か
な
い
た
め
、
大
変

不
便
に
な
っ
た
。
喜
沢
循

環
を
市
役
所
経
由
に
で
き

な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　

ト
コ
バ

ス
は
喜
沢
循
環
、
川
岸
循

環
だ
け
で
な
く
、
他
の
路

線
も
含
め
て
総
合
的
に
考

え
、
検
討
す
る
。

議
員
　
ト
コ
バ
ス
の
年
末

年
始
の
運
休
を
な
く
せ
な

い
か
。

市
民
生
活
部
長　

運
転
手

確
保
が
難
し
い
。
他
市
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
も
運

休
し
て
い
る
。

た
。
こ
う
し
た
声
に
ど
う

こ
た
え
る
か
、
再
検
討
の

考
え
は
。

福
祉
部
長　

お
風
呂
に
つ

い
て
は
、
社
会
環
境
の
変

化
や
利
用
状
況
、
経
費
や

ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
勘
案
し

た
結
果
、
廃
止
の
方
向
で

進
め
て
い
る
。
今
後
は
、

入
浴
機
能
に
頼
ら
な
い
新

し
い
機
能
を
取
り
込
む
こ

と
で
、
高
齢
者
が
集
い
や

す
い
、
交
流
・
生
き
が
い

の
拠
点
を
整
備
し
た
い
。

防
災
備
蓄
用
飲
料
水
を

市
民
に

ト
コ
バ
ス
年
末
年
始
も

運
行
を

適
正
な
受
診
の
啓
発
を

強
化
し
て
は
ど
う
か

▼

荒
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

▼

日
光
東
照
宮

強
風
時
は
校
庭
の
使
用

を
控
え
て
は

人
以
下
と
な
っ
た
。
文
科

省
が
、
今
後
６
�
年
で
小

中
学
校
の
35
人
以
下
学

級
、
次
の
２
�
年
で
小
学

校
１
・
２
学
年
を
30
人
以

下
学
級
と
す
る
８
カ
年
計

画
を
示
し
て
い
る
。
戸
田

喜
沢
循
環
を

市
役
所
経
由
に

▶ 民間団体 [県立柏原病院の小児科を守る会 ]（兵庫県）
　が作成した啓発グッズ

上
戸
田
福
祉
セ
ン
タ
ー

再
整
備
に
つ
い
て

▲廃止が予定されている上戸田福祉センターのお風呂


